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学生の答え，ちゃんと待ってますか
今こそ知りたい 
ファシリテーションの心構え
「教師」と「ファシリテーター」の違い　　石川一喜
「看護教育」におけるファシリテーションの役割　　 
内藤知左子

学生が安心して参加できる場づくりと深い学びを  
促進するファシリテーション　　渡邉奈穂
答えはみんなのなかにある  
─①白熱教室で倫理を考える　　小林正弥
　─②対話型鑑賞法の授業　　伊達隆洋
ファシリテーターにできること　　西村佳哲
【特別寄稿】
充実した「学校だより」で学校をアピール　　福田明美ほか

【連載】
北欧フィンランドで看護師になる！・2　　小林桃子
学びのヒントをもつ私　学生は「経験」の宝庫・5　　文倉志信
アジア，アフリカ，ラテンアメリカの看護教育はいま・8　　堀井聡子
宮子あずさのエキサイティングWriting・11　　宮子あずさ
“医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・19　　 
齊藤奈緒美／石川雅彦

●演劇好きとしては，ロールプレイのお
もしろさや意義，看護との親和性の高さ
は，ある程度は理解しているつもりです。
だからこそ，学生への説明が足りないま
ま行われているロールプレイを見ると，
口出ししたくなる衝動にたびたび駆られ
ます。たとえば，「目を閉じて盲目状態
で手を引かれる」という簡単な体験は，
目をつぶった友達を楽しくただ案内する
だけで終わりがちです。もちろん，それ
だけでも学びがないわけではありません
が，「目が見えない不安や恐怖を感じな
がら」とか「見えない分，聴覚を大事にし
て」というだけで，得られるものがより
多くなるはず。●さらには，「プレイ」を
第三者に見せることを意識させると，学
生の考える力を伸ばせると思います。そ
のときは，蓮行さんのようなプロの演劇
人の力を借りるのもいいでしょう。費用
対効果の高さが実感できるはずです。
 ……大野
●夏は教育系の学会が続き，大阪での看
護学校協議会，徳島での看護学教育学会
では，多くの先生方とお会いできました。
編集部に異動して一年半，昨年に学会に
参加した際はほとんど知り合いの先生も
いなかったことを考えると，少しずつご
縁が生まれてきていることを感じます。
学会場では，一緒にやっている大 野ほど
目立つ存在ではありませんが，またお目
にかかった際はどうぞよろしくお願いし
ます。●とはいえ，看護教育の現場はあ
くまで学校や実習現場。学会は一種のお
祭りです。宮子あずささんの『エキサイ
ティングWriting』今回のテーマは「現場
性」ですが，見学させていただいた授業
や実習の貴重な機会のことを頭にめぐら
せつつ，学会で発表されているデータの
「現場で起きていること」を意識していた
いと思います。 ……番匠
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グループワークを「本物」にしよう！

「看護研究」で実践力を鍛える

一方的に話す形式ばかりで，グループワークを授業に取り入れたこ
とがないという教員は，今ではもうほとんどいないのではないで
しょうか。自身が情報を整理し，発言し，傾聴し，情報共有し，発
表するということがトータルで学べるグループワークは，看護教育
に限らず，さまざまな場で活用されています。が，思い出してくだ
さい。あなたが行っているグループワーク法は，どこで学んだもの
ですか？ グループづくりから全体のコーディネート，フリーライ
ダーを生まないケア，ワークが流れないときの対応，それらをひと
通り学んだ経験のある方は，案外少ないように思います。単に自分
が学生時代にしてきたことの延長で行っている，という場合もある
かもしれません。しかし，それではせっかくの手法も十分効果を上
げることができないでしょう。
今回の特集では，ただ，「グループで話し合わせる」だけのグループ
ワークの問題点を明らかにしたうえで，いかにすれば，「本物」のグ
ループワークとなり，学びとして効果を上げられるかを示します。
そもそも，議論自体も高校までの基礎教育で明確に学んできていな
いことから考えると，実はグループワークは学生たちにとって負担
になっているかもしれません。まず話し合いを「本物」にしてから，
グループワークも「本物」にしていってください。

■グループワークはグループづくりから始
まる………………………………三浦真琴
■「グループでワークすればグループワー
ク」ではない！グループワークもどきか
らの脱却…………………………近藤麻理
■参画型看護教育におけるグループワーク
の展開　レポート作成論の授業の組み立
て…………波弘幸／大城凌子／金城祥教
■学生がやる気になるグループワークを求
めて………………………………糸賀暢子
■協同学習を取り入れて変わったグループ
活動の方法と効果…………宇治田さおり

【2015年 7月号（Vol.56 No.7）】

看護過程再考
【2015年 6月号（Vol.56 No.6）】

「つまらない」授業よ，	 	
さらば！

【2015年 5月号（Vol.56 No.5）】

「やってくる」事前課題を	
つくろう！

【2015年 4月号（Vol.56 No.4）】

本当に伸ばすための
コミュニケーション教育

【2015年 3月号（Vol.56 No.3）】

コースポートフォリオで	 	
授業改善！

【2015年 2月号（Vol.56 No.2）】

IPEの達成とこれから
「地域で学ぶ」を中心に

大学はもちろん，専門学校でも「看護研究」を指導している
学校は非常に多いでしょう。卒後の臨床現場でも，看護研
究が義務づけられているなど，看護と研究は切り離せない
関係です。しかし，限られたカリキュラムのなかで時間的
な制約や「文章が書けない学生」といった問題，また大きな
前提として，ほとんどの看護学生たちが「研究者」を志して
看護を学ぼうとしているわけではない現状もあり，教員・
学生ともに「看護研究」の授業は難しい，という印象も強い
ようです。しかしそもそも，どうして看護研究を教育機関
で，卒後研究者を志してもいない学生たちに教える必要が
あるのでしょうか。研究とは何か，研究を教育するうえで
目指すべきことは何なのか，実践例や臨床からの声を含め，
研究指導の目的や考え方をもう一度考えてみたいと思いま
す。

■臨床での実践をみすえて，「看護研究」教育が
基礎教育で果たす役割 ……………坂下玲子

■基礎教育で育てたい 3つの力 ………………
 …………………………小野博史・坂下玲子

■看護基礎教育における「看護研究」の教育活動
とケーススタディの進め方　　　　　　 
─「広島県看護学校研究発表会」の 58年間
の継承 ……………………………三島真由美
─ケーススタディの指導の進め方 ………
 ………………………………………渡辺英子

■入学から卒業まで，教員一丸となって取り組
む「研究指導」 ………………………佐野千冬

■看護実践を研究として取り組むことの大切さ
を振り返る …………………………中村清子

■臨床現場で「看護研究」を実践するための課題 
 ………………………………吉田（中濱）多紀

■教員のための文献指導  再入門 …佐渡島紗織
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第 2特集 看護学生・教員エッセイ　入選エッセイの発表
●学生部門　【講評】患者の可能性を引き出すには…柳田邦男

【柳田邦男賞】患者の心に寄り添うこと…内中貴子 【柳田邦男賞】A氏から教わったこと…西村ちあき
●教員部門　【講評】語られることで関係は変化し続ける…宮子あずさ 【宮子あずさ賞】説明がつかない不思議な体験…中村貴子
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